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　（1）知内二二事と神策軍中尉
　（2）知内侍史事と内枢密使（以下次号）
　　結びにかえて
三　知内侍省事の兼職をめぐって
　前章において，玄宗朝に特徴的な内侍省の構造として，知内侍省事の職制が形成されて
いることを明らかにした。
　本章においては，安史の乱以後における内侍省の変容のなかで，知内侍省事の職制が，
その全体の構造に，いかに組み込まれ，いかなる位置，役割をしめていたのかを検討して
みたい。
　　（1）知内丁丁事と神策軍中尉
　代宗朝から徳宗朝へ，政界は次第に転換をはじめた。安史の大乱も終息して，ようやく
朝権の確立が考慮せられる時期がおとつれてきたのである。
　そのような時勢をうけて，内侍省の機構についても，かなりの変化が出てくるのである。
冊府元亀巻六百六十五・内臣部・総序によれば，
　　徳宗貞元四年。増内給事二人。内謁者監・内寺伯各四員。十二年。立左右神策護軍中
　　尉二員・中護軍二員。時天下軍鎮節度諸使。皆以内臣一人監之。謂之監軍使。十五年。
　　又増内給事二員。二十年。増抜庭局令四員。
とあって，内侍省の重要な属官たる内給事（従五品下）が，貞元四年に二人，同十五年に
は，さらに二人の計四員の増加となり，内謁者監（正六品下）・内寺伯（正七品下）および
液庭局令（従七品下）もまた，各日員の増加となっているのである。このような内侍省機
構の拡充のもとにおいて，左右神策護i軍中尉（以下，左右神策軍中尉と略称）の職制と監
軍使の職制が確立されていったものといえようω。
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　では，左右神策軍中尉の職制や監軍使の職制は，いかに内侍省の属官と連関し，現実に
いかに機能・運用されたのであろうか。こうした問いに対する検証や具体的分析は，まだ
十分になされていない。それを補う一つの試みとして，知内侍即事と左右神策軍中尉との
兼職関係を取り上げ，少しく検討を加えてみることとする。
　さて，知内侍理事と神謀軍中尉との兼職関係には，ささやかな前史がある。すなわち，
代宗朝において，判元帥行軍司馬となって兵権を掌握した内侍・知内侍工事の程元振と，
観軍容郷士下策軍兵馬事として県警軍を率いた内侍・知内侍承事の魚朝恩の存在である。
そこでまず，この両者について一瞥を加えておく。
　（a）中元振
　　早馬振は，少くして内侍省に入ったが，内調生野となったとき，粛宗の崩じた後に，
　張皇后が国王係を立てんとしたのを李身開とともに退けて，代宗を擁立した。その功を
　もって代宗の信任を得て，飛龍副使・学監門衛将軍・知内侍省事に任ぜられた。ついで
　専横を誇った李万国の権を，代宗のために奪い，輔国に代って判元帥行軍行馬となって
　零墨を掌握すると，即興大将軍・右回門衛大将軍を加えられた。さらに手応元年には，
　瞭騎大将軍・内侍監となり，「不喩歳。権震天下。在輔国右。凶決又過之」と評されるほ
　どの権勢をもつに至った。この権勢によって，己の意に添わざる宰相らを慶し，有力節
　度使を関与して自殺せしめ，ために「天下方鎮皆解体」とか，「由是。藩鎮皆切歯於元振」
　と評された。広徳元年，吐蕃が京師を犯すや，代宗は詔を下して兵を徴するも，「皆忌元
　振居中。莫有至者」といわれた。ここにおいて太常博士・翰林待詔の柳仇は，時政の批
　判をなすとともに，その根源はとくに程下振にあることを主張して，その首を斬るべし
　と上疏した。代宗もやむを得ず，死一等を減じて，その官爵を削って，郷里に帰せしめ
　た（2）。
　（b）魚朝恩
　　魚朝恩は，玄宗の天工末に内侍省に入り，品官となって黄門に給零した。のち監軍と
　して出使したが，粛宗の至徳初，安史の乱に賊軍の占領した京師を回復するに功を立て，
　左監門衛将軍・知内侍省事となった。その後，乾元元年には，安慶緒討伐軍の九節度の
　監軍である観軍容三韓処置使となり，左降門衛大将軍に累進したが，代宗の広徳元年，
　吐蕃の長安侵入という危急の場合に，彼が神策軍を率いて代宗を護衛したという偶然の
　機会から，とくに代宗の信任を得て，天下観軍容宣慰処置使・早撃軍使となり，ここに
　彼の率いる神難聴は一地方軍たる性格を脱して，北衙禁軍の中心となるに至った。これ
　より魚朝恩は，神策軍を背景とした兵権と代宗の恩寵によって，永泰二年には，内侍監・
　判国子監事・鴻腫礼賓等使・鄭国公を加えられ，「」1寺勲自伐，靡所忌揮」とか，「侍寵合
　威，天馬二幅」とか，あるいはまた，その権勢が朝野を傾くるに乗じて，「天下事有不由
　我者邪」という如き不遜の態度をとる有様となった。従って代宗の疎んずるところとな
　るが，大暦四年の冬以来，宰相の元載がしばしば朝恩の専権不軌を奏して，これを除か
　んと請うたために，代宗はついに元載をして諜殺せしめた。大暦五年三月のことであっ
　た（3）。
　以上，程元振と魚朝恩の経歴をみるに，両者ともに国難非常時という特殊な社会状勢と，
偶然の機会とがからみ合って禁国を掌握して，権力にちかづいたものであったといえる。
従って，その活動はあくまでも，特殊的であり，個人的である感が強くて，知内侍早事の
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禁軍にかかわる兼職は，まだはっきり固定されたものではなかったのであるω。
　しかるに，徳宗朝に入るや，事態は急激に一変する。左右神策軍中尉の職が創置される
のである。冊府元亀巻六百六十七・内臣部・将兵・賢文場の項に，
　　徳宗建中末。中略。左右禁旅。委（買）文場・（震）遷鳴主之。文場累遷左監門衛大将
　　軍・知内侍省議・監勾当二神云云。山鳴四温右監門衛将軍・知内侍山事・監勾当右神
　　策軍。貞元十二年六月。特立二軍中尉工員。中詰軍両員。二三二軍。乃以文言為左神
　　二軍護軍中尉。遷鳴為色神高高中尉。又以監左神威軍使・内侍二二只者監張尚進二丁
　　神威軍中隔軍。監右神威軍使・内侍兼内謁者監焦希望為右神威軍中品軍。
とあって，徳宗の必中末から左右神策軍の監訳であった知内侍省事の寳文場と震遷鳴が，
貞元十二年六月に，左右神策軍それぞれの護軍中尉に任命されたことがみえている。
　なお，張出進・焦希望をもって左右神威軍中直軍となしたというが，出会要田七十二・
京城諸軍によれば，
　　（元和）三年正月。罷左右神威軍慮。合為一軍。号日天浸出。至八年。廃天威軍。以
　　馬騎士分属左右神策衛。
とみえ，憲宗の元和八年に至って左右神策軍に合併されてしまっている。これより後，中
護軍の名は消滅している。
　ところで，監軍の職制は，はやく玄宗の天宝初年ごろに設けられたものであるが，その
権限の強化が前代よりみられ，徳宗初年においては，ついにすべての軍鎮に対する監軍綱
の整備へと発展したのであった（5）。左右神策軍中尉の創置が，まさにこの監軍慮の整備と時
を同じくするものであったことは，冊府元亀巻六百六十五・島島部・総序に，
　　貞元十二年置立左右神策護i軍中尉二員・中浪軍二員。時天下軍鎮節度舌面。皆以内臣
　　一人監之。謂之監軍使。
と述べていることによっても明らかである。
　このころ徳宗の政治は，宰相のほかに翰林学士を採用して，そこに一種の側近政治を形
成しつつあった（6）。その時に当って，すべての抽出に監軍使が布置され，新たに左右神策軍
中尉が創置されたことは，徳宗が武力を手中に収めるための手段でもあったと考えられ，
それは徳宗が描いた政治構想一面主権強化への一翼を担わせるものであったのである。
　かくて，冊府元亀巻六百六十七・内臣部・将兵に
　　護軍中尉壷中護i軍。古有其官。自国朝未嘗置去員秩也。帝以禁衛厳密。又崇寵中貴。
　　故異土名而授文場等。
と述べる如く，護軍中尉すなわち神策軍中尉の職制が定められたのである。
　ところで，徳宗が果してその将来への影響を意識して，この制度を創設したのか否かは
不明であるとしても，内侍省の宙官たちの側からは，この制度をもっとも有利に展開せし
めようとしたようである。それはこの神謡言中尉の地位を政治的・制度的に，いかに位置
づけるべきかを考慮した態度にみることができるのである。新唐書巻一台六十五・鄭山伝
に，次のような話が伝えられている。
　　徳宗自興元還。置六二二軍。視六尚書。以処功臣。除民用白麻付下。中略。左右神策。
　　以乱軍為中尉。賓文場侍功乱調宰相。進二品統軍。比（翰林学士）鄭綱当作制。二言。
　　天子封建或用宰相。以白麻署言付中書門下。今以命中尉。不識陛下特以前文場邪。遂
　　著為令也。云云。
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すなわち，寳文場は神策軍中尉の職を，翰林学士院から出す白麻をもつて任命する地位に
確定せしめたいとの考えをもっていたわけである。元来，翰林学士院から白麻を出すのは，
軍国の大事に限られており，官職については，将相の任免の如き特殊の場合だけであった
のである。ところが徳宗は興元元年，とくに北衙六下に最高位の名誉職たる統軍（従三品）
を置き（7），これに白麻を付したことから，それと同等な待遇を要求したのであった。だが，
翰林学士の鄭綱が反対し，それが徳宗の認めるところとなって，寳文場を抑えて，手甲も
ともに白麻を出さず，中書より黄麻を出すこととしたのであった。そのとき，徳宗は賓文
場に対して，「朕今栄辱。町中無私。若麻制宣告。天下理研甲州我為之」といい，鄭綱に対
しては，「宰相不能拒中人。得卿言開悟」といったという。
　寳文場が神策軍中尉の地位を，内においては北岸六軍の早早と同じくし，外においては
宰相と比肩せんことを求めた結果は，最終的に官僚側の反撃によって不成功に終ったとは
いうものの，神策軍中尉は，そのはじめから四駅に侍して揺ぎない政治的地位を獲得して
いたわけである。
　ともあれ，賓文場と震言開が帯びた官街を，貞元新定釈教目録巻十七・貞元十四年二月
半の大方広花厳経の翻訳事業の次第を記した表文に従って示せば，次の如くである。
　　尊神策甲骨i軍中尉兼右街功徳使全州燈下元従下平将軍右監門衛将軍知内侍省事上柱国
　　干城県開国男食邑三百戸　臣雷遷鳴
　　左神策軍護軍中尉兼左街功徳使元従興元元従朦騎大将軍行左監門衛大将軍知内侍省事
　　上下国唐国学食邑三千戸　臣寳文場
　上記の官職位階のうち，その兼任する職務，すなわち左右街功徳使と知内侍省事の二つ
は，以後の左右神里軍中尉にも受け継がれている。左右街功徳使の兼職については，既に
詳述したところでもあるので，ここでは省略に従い，知内侍省事との関係について触れて
おく（8）。
　唐子に至るまでの左右神策軍中尉に就任したものをみると，左神策軍中尉は二十八名，
右回策軍中尉は二十二名，総計五十名を数える。そのうち知内侍省事の兼職が確認できる
ものは，前掲の「知内侍早事表」によれぽ，半神野馳中尉の功名，右神策軍中尉の五名，
計十四名のみであるが（g），諸史書にその伝が残るもの十二名のうち，唐末の四望が不明なの
を除いて，残り八名がすべて知内侍省事の兼職であったことは注目されてよい。例えば，
全唐文巻四百九十八・権徳輿撰の精神策護軍中尉孫公神道碑銘によれば，
　　前略。貞元十七年。充右神事軍三軍中尉判官。綾里辰。遷内尼僧充副使。越翌日。兼
　　右肩功徳副使。十九年。拝右解糖将軍充右神降軍護軍中尉右街功徳使。明年。有詔知
　　内侍時事。雪中。加特進右武衛大将軍封仁安縣開国男。
とあり，孫栄義が，徳宗の貞元十七年，右神策軍戸軍中尉の判官から副使となり，ついで
同十九年には，右筆三軍護軍中尉・右即功徳万に昇進しているが，このとき，後を追って
翌二十年，詔があって知内侍省事となったことがみえている。これには前任者の第五墨黒
が，にわかに致任したこともあったろうが，その創設当初より，神策軍中尉は知内侍珍事
の兼職によるという制度的態勢があったことを物語るものであろう。
　さて，貞元十四年秋七月，毒殺という悲劇をともなって右神領軍中尉震遷鳴が卒した。
その後任には，開府内割侍の第五守亮が抜擢された（、。）。つづく十七年九月，左神策軍中尉
寳文場が致任したので，中尉副使の楊一廉をもってこれに代えた。ついで十九年六月には，
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中尉副使の孫栄義をもって第五丁半に代えて，邪神二軍中尉となした。
　第五守亮と楊志廉については，史料が乏しく，その伝は詳らかでないが，孫栄義の伝に
ついては，前述した全唐文所収の権徳輿撰の墓碑銘に詳しい（1、）。
　（c）孫栄義
　　孫栄義の家系は，いわゆる哲学養父町制をとっている（12》。その系図を示してみる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左の系図によれば，孫栄義の祖父孫庭玉
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　　粛宗の至徳二年，内侍省に入り，液庭局監作（従九品下）
　下）に転じ，ついで宮三局令（従七品下）・内謁臨監（正六言下）
　た，朝議大夫（正五品下），ついで中散大夫（正五品上）に記せられた。そして徳宗の貞
　元十七年，右神策軍護軍中尉判官に充てられ，ほどなくして内常侍（正五三下）に遷っ
　て，副使兼右記功徳副使となり，十九年に四丁衛将軍充右二丁二二軍中尉右街功徳使を
　拝し，翌二十年に知内侍旧事に補せられ，特進右武衛大将軍を加えられ，楽安県開国男
　に封ぜられ，憲宗の元和元年冬十月に至って，内侍少監をもって致仕し，まもなく没し
　ているのである。
　以上の孫栄義の経歴をみてみると，ここには以後の神門軍中尉一般にも，共通するいく
つかの特徴的な点がある。それを要約すれば，第一点は養父子制にかかわることであり，
第二点はその遷官にかかわることである。以下，これらについて検討を加えてみる。
　第一点については，その特異な養父子関係によって，有力宙官の間には親子代々の警官
家系が形成されていたことである。その詳細に関しては，既に栗原益男，矢野主税両氏の
研究があり，もはやここに反覆を要しないが，若干の論点に限定して触れておく（、4）。
　宙官が養子することは，漢代以来みられるところであり，唐代においても，はやくから
宙官が自分のものとした権力や財産をよりょく世襲する方法として養父子関係を利用する
傾向があったのである。ただ磐代では，聴官は一代限りであって，二代以後はもはや宙官
ではなかった。しかるに唐代では，野竹が宙官を養子にすることによって，親子代々の宙
官という家系が形成されていったのである。それについては，金石葦編巻七十三・呉文碑
および伯父にあたる孫嘉賓という人物は，
一般士人であり，父の知古と叔父の孫守勢
が宙官であった。そして叔父の常楷は，内
野侍・修功徳使となっているが，父の知古
は，開府儀同三司・野竹領軍衛大将軍・内
侍・知内三省事にまでなっている。孫栄義
は，この孫知古に養子として迎えられたも
のである（13）。なお，孫栄義自身も，「前夫人
二二。騨騎大将軍贈開府儀二三司全羽二女。
中略。不幸先没。今夫人東平郡呂氏。中略。
長子某。次子其」と記されている如く，妻
を姿り，養父として養子二人を迎えている
のである。
　一方，孫栄義の官歴をみると，粛宗・代
宗・徳宗・順宗・憲宗の五二に及んでいる。
　　　　　　　となり，弓庭四二（従八品
　　　　　　　　　　となって，乱丁もま
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に所引の潜研堂金石文践尾に，
　　身為宙者。何由蝉吟。而子孫相承。至子四世。蓋権勢所在。必由附麗以進。内侍之養
　　子。甲骨内侍。云云。
とみえるものが，その本質を述べた評言として興味深い。
　こうした「内侍之養子。停学内侍」という傾向は，宙官勢力が確固たるものになった徳
宗の貞元のころから盛行して，ここに新しい宙官身分なるものが形成され，統一的勢力が
つくり出されたのであった。
　第二点については，孫栄義の遷官から指摘できることであるが，その特徴的な側面の析
出のために，憲宗・敬宗・武宗の各朝において神策軍中尉であった（d）彰献忠，（e）劉宏規，
（f）仇士良の三者の事例を参照してみることとする㈹。もちろん，神策軍中尉の内容につい
ては，時代が降るとともに，かなりの性格変化がみられるのであるが，その知内侍省事と
の兼職関係という職制については一貫していたのである。
　まず，その家系をみると，いずれも親子代々の宙官家系を形成しているのである。その
系図をかかげると，’次の如くである。
（d）
　彰令俊一献　忠
内謁者監 左神策軍中尉
知内侍省事
（f）
　仇奉詮一文　晟
　　内野侍　　　　左回衛将軍
希　績
希　昭
　婁一局令
希　貞
　内侍省
　員外同正員
希　晟
　内侍省
　員外同正員
希　冤
希　慶
※印は士人
士　良
（e）
　劉　英一宏　規
　　左武衛　　　　左神策軍中尉
　　中郎将　　　　知内侍省事
　　　　　　　内侍少監
左神策軍中尉
知内侍省事
内侍監
次に，その官歴をみてみると，次の如くである。
（d）彰献忠（徳宗→順宗→憲宗）
従　広
黙
禿宗
　曹州刺史
従　源
　内府局丞
　閤門使
従　潤
　内房局丞
　邪寧監軍
門　斜
行　立
　宮閲局令
行　深
　内給事
行　元
行　宣
　内府局丞
行　［コ
　①内府玉響（徳宗貞元三年）②璽官財令（同四年）③内謁者監（同六年）④朝散大夫
（同七年）⑤朝議大夫（同十一年）⑥正議大夫・内侍充教坊使（同二十年）⑦飛龍使（憲
宗元和元年）⑧四神策軍副使・雲魔将軍（同三年）⑨知内侍省事充弓箭庫使（同六年）
⑩左領軍衛大将軍・知内侍学事鉢叩神策軍護軍中尉兼左街功徳使（同七年）⑪死亡（同十
二年）
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　（e）劉宏規（徳宗→順宗→憲宗→穆宗→敬宗）
　　①案官局丞（徳宗貞元初）②翰林院使（憲宗元和初）③内寺門（向）④内望事（同）
　⑤朝議大夫・平常侍（同）⑥内飛龍使（同）⑦右神策軍副使（同）⑧知枢密（同五年）
　⑨内三野・知内侍省事・罪名宏規16）→枢密使（同十四年）⑩内侍少監・雲門将軍・銀青
　光緑大夫・左監門衛将軍・知内侍省事・封浦国公（同）⑪河東監軍使（穆宗長慶初）⑫左
　勉励軍中尉兼左下功徳使（時宗長慶四年）⑬死亡（宝暦初）
　（f）仇士良（順宗→憲宗→穆宗→平町→文宗→下男）
　　①液庭局世教博士（順宗永貞元年）②宣徽供奉官（憲宗元和初）③朝野大夫・内早事・
　宣徽供奉官（同六月）④内常侍（同十月）⑤内常駐・内外五坊使（同三年）⑥大中大夫・
　内子侍→平盧軍監軍使（同十年）⑦内侍・子午供奉官（同十一年）⑧雲魔将軍・右三門
　衛将軍充内外五坊使（同十五年）⑨鳳翔監軍使（穆宗長慶二年）⑩郭凹凹軍使（敬宗宝
　暦二年）⑪右神策軍副使（文宗太和元年）⑫内侍・知内三省事（同六年）⑬左門二軍中尉
　兼思置功徳使・左門衛将軍・知内侍省事（同九年）⑭観軍容使兼統左右三軍・左衛上将軍・
　知内侍省事（武甲会昌元年）⑮内侍監致仕（同三年）⑯死亡（同）
　以上の（d）彰献忠・（e）劉宏規・（f）仇士良らの官歴はまた，（1）知内侍二二への階梯と（II）
丁丁軍中尉への階梯とに大別できる。
　（1）知内二丁事に至るまでの昇進の過程をみると，解褐に際しては，一般的に液庭局
旧作・宮町博士（従九品下）または内府局丞・案下局丞（正九品下）を授けられている。
これに対して，玄宗朝の著名な高力士は「二二左右」の身から歩みはじめ，代宗朝に史上
初の宙官宰相ともなった李憶想は「為僕。事高力士。令掌二二簿i籍」という身分からはじ
め，つづいて威権を弄した魚朝恩は「初回二丁。給事黄門」という流外の官からの出発に
すぎないのである（、7）。
　孫栄義および（d）彰献呈・（e）劉宏規・（f）仇士良らが，ただちに二二の官が与えられている
のは，「以父麿入内侍省」といわれるためであった（18）。しかもこれらの職は，いずれも液庭・
内府・案官各局にあって実務にあたる中堅層の官職というべきものであった。従って彼ら
の昇進は速い。
　孫栄義と（e）劉宏規については，その詳細な年月は明らかでないが，（d）彰献上の場合は，
徳宗の貞元三年に内府局丞（正九品下）で解干すると，翌年には璽官局令（正八品下）を
与えられ，翌々年には内謁者監（正六品物）に昇進しているのである。（f）仇士良の場合は，
順宗の永貞元年に地堺小宮教博士（従九品下）から始まって，憲宗の元和初年には内給事
（従五品下），同年十月には内貸侍（正五下下）を与えられ，しかも「内侍。中等之貴。極
干此　」（、g）と評される内侍に昇るまで，十二年を要したにすぎなかったのである。これに
は早くから宣徽供奉官という内諸司の職を帯びたことと関連があろう。当時の宣皆野は全
内諸司の首班的存在であり，宣子院の供奉官はいわば育材の職であった（、。）。なお，劉宏規
における翰林院使も，天子直属の政治機関たる翰林学士院の事務を担当したものであり，
これもまた育材の地位であったのである。
　位階昇進の速さ自体はそれとして，神策軍中尉への最終階梯であった知内侍省事の身分
を取得するのは容易なことではなかった。
　孫栄義が知内侍省事に到達したのは，四十七年目（在職五十年間）であり，（d）彰献忠は，
二十五年（在職三十六年間），（e）劉宏規は，三十五年（在職約四十一年間），（f）仇士良は，
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二十八年（在職四十二年間）の歳月を要しているのである。
　（II）神策軍中尉への階梯は，さらに容易ならざるものがあった。知内侍省事に就任し
たからといって，ただちに神策軍中尉の地位が約束されたものでないことは，前掲の「知
内侍省思表」に愚策軍中尉を兼職していないものが見出されることからも明らかとなろう。
例えば，憲宗の元和二年（21）に知内侍省事に上せられた李国光も，そのひとりである。
　いま，李下光の官歴を示せば，次の如くである（22）。
　（9）李輔光（徳宗→順宗→憲宗）
　　①白身内養→下官局令（徳宗建中時）②年暦局令（同）③軍資局令（興元初）④内寺
　伯（同）⑤河東監軍使（貞元十一年）⑥内借事（同十五年）⑦内業侍（憲宗元国初）⑧
　内侍・知内侍即事充鴻櫨礼賓使（同二年）⑨河中監軍使兼緯州銅冶使（同四年）⑩死亡
　（同十年）
　李四光は有力宙官の家系ではない。自ら宙官の道を選んで内侍省に入ったものである。
その才幹はたちまち徳宗の認むるところとなって，その信任をうけ，内寺伯にまで昇り，
にわかに河東監軍使に転じ，内国事から内常闇へと累早し，ついに憲宗の元和二年に至り，
内侍・知内侍怪事に補せられるのである。この地位に至るまで，約二十八年近くを要した
のであるから（在職約三十五年余），昇進の速さは，前述の（f）仇士良と同じである。李輔光
の墓誌銘を撰した崔元略は，その栄誉を称えて，「貴酬極於此」と記しているのであるが，
彼にはついに神策軍中尉の身分は与えられることはなかったのである。
　その理由の最大のものは，有力宙官の家系でなかったということであろう。有力宙官の
家系であった孫栄義および（d）彰献忠・（e）劉宏規・（f）仇士良らの官歴からも明らかなように，
彼らはいずれも知内侍二筋の身分を取得するまえに，神垣軍中尉の副使に明せられている
のである㈹。これは近い将来の神学軍中尉の地位を保証するエリートコースであったので
ある。
　こうした神遊軍中尉副使さらには知内侍省事，最終的には神策軍中尉に至るまでの昇進
の過程を，逆にして想定すれば，有力宙官界によって周到に準備された第二世代養成への
構想が，そこにみえてくるように思えるのである。
　ともあれ，内侍省というところは，せんじつめれば恩寵の世界である。旧唐書巻一字五
十四・許孟伝に，
　　中貴之尤有渥愚者。方得陸軍。
といわれるように，もっとも寵愛をうけたものが，内侍省の最高の地位たる神策軍中尉の
職を与えられたのであった。
　そこに天子の恩寵を競い合う有力宙官の対立が生まれ，ついで党派が形成されるに至る
のである。しかもその党争の極まるところ，旧劇書巻四十四・職官・左右神判軍に，
　　貞元巳後。中尉之権。傾於天下。人主廃立。皆出其可否。
と述べられる如く，帝位をめぐる大事を決定しはじめるのであった。
　このときにあって，神門軍中尉と並んで「国之大臣」といわれ，「内大臣」といわれる如
き政治的地位を確立したものが，枢密使の職制であった（24）。すなわち，旧五代史巻一百四
十九・職官志所収の職官分紀に，
　　唐枢密墨筆両中尉。謂之四三。
とみえる「四貴」と呼ばれる左右的密使と左右神妙軍中尉の四大権力集団である。・
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　これら左右枢密使および左右神策軍中尉の「四貴」権力集団が，内侍省において分立的
に併存しながら，かつ中心たる天子の下に求心している構造の検証と，その内容の具体化
については，節を改めて詳述することとする。
註
（1）神主軍中尉については，小畑竜雄「神策軍の発展」（田村博士頒寿東洋史論叢），主寿南『唐代宙官
　権勢之研究』（正中戦局），横山裕男「唐の官僚制と宙官一中世的側近政治の終焉序説」（『中国中世史
　研究』東海大出版会），曽我部静雄「唐の琴唄と北開の南司と北下への推移」（史林64－1）等がある。
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（2）旧軍書巻一百八十四・蘭留岸伝，新唐書巻二百七・同伝，資治通鉢巻二百二十三・時宗・宝地元年
　九月条，広徳元年春正月・八月目十月条，冊府元亀巻六百六十五・内臣部・恩寵，同書巻六百七十・
　四部・謳構参照。なお，粛宗一代，その権勢をほしいままにした李輔国の場合は，知内侍省事あるい
　は内侍監にも任ぜられたという記録を検索し得ない。このことは斜材国が「平明響町閑康小児」（新唐
　書巻二百八・同伝）とか，「本飛龍馬丁自判之流」（唐事巻十一）と記されるように卑賎の出身であっ
　たために，「李輔国素微賎。錐暴貴用事。上皇左右皆納之。輔国警恨」（通鑑巻二百二十一・粛宗・上
　元元年六月条）とあり，上皇となった玄宗の左右の寅官たちはだれも相手にしなかったことがみえて
　いることと関係があるのかも知れない。
（3）旧唐書巻一千八十四・魚朝恩伝，新唐書巻二百七・同門，冊府元亀巻六百六十五・内臣部・恩寵，
　資治通鑑巻二百二十四・代宗・大暦五年春正月条参照。
（4）新唐書巻二百七・宙者伝の序には，
　　粛代庸弱。僑為拝衛。故里国以尚父顕。元振以羽立奮。朝恩以軍容重。然猶未得常主兵也。
　とみえている。
（5）矢野主税「唐代監軍使制の確立について」（西日本史学14号）。
⑥　山本隆義「唐宋時代における翰林学士について」（東方学4輯），矢野主税「唐代における翰林学士
　院について」（史学研究50号）。
（7）資治通男巻二百二十九・徳宗・興元元年春正月辛丑条参照。
（8）拙稿「唐長安の左右街功徳使と左右街功徳巡院」（長崎大学教育学部社会科学論叢30号）参照。
（9）左右神戸軍中尉に就任したものについては，王寿南学註（1）論文参照。
（10）旧伊野巻一百八十四・伊仙鳴伝，冊府元亀巻六百六十七・内警部・将兵・第五守門，なお，貞元新
　定釈教目録・巻十九に，貞元十五年十月二十三日付の表文があり，そのなかに「右神策軍中尉兼右街
　功徳使金紫早緑大夫行右方門衛将軍賜紫金魚袋第五守亮」とみえているが，知内侍指事の背書きがな
　い。恐らくにわかな抜擢のためと思われる。
（m　全唐文巻四百九十八・権徳輿撰「唐故旧神降護軍中尉右街功徳使開府儀同三司守右武衛大将軍知内
　侍省事箏柱国楽安県開国公内侍少監致仕贈揚州大都督府道公神道碑銘楽弓」，同書巻四百二十九・干郡
　撰「内侍省内裾野孫常楷神道碑」参照。
働　部長の養父軍制については，矢野主税「唐代における仮子制について」（広島文理科大学「史学研究
　記念論叢」），同「唐代宙官権勢獲得因由考」（史学雑誌63－10），栗原益男「唐五代の仮父子的結合の
　性格」（史学雑誌62－6）参照。
　　なお，栗原益男氏は，宙官の養子制について，唐会要巻六十五・内侍省・貞元七年三月十三日付の
　勅文に，
　　　内侍省五薬用上。許斐一子。傍以同姓者。初養日不過十歳。
　とみえるものをもって，「この逸文は魚朝恩以後の根底に仮父子的結合をもっている将官の急速な権力
　把握を阻止する目的で翻せられたものである」とされておる。これに対して，矢野主税氏は，「規定そ
10 唐内侍省知内侍省事（中）（室永）
　のものは実に厳格な条件を付するもめの，まさに貞元七年勅は好意的に設けられたものなのである」
　といわれるのである。すなわち，天子一家の奴隷の身分でありながら，賎民の養子規準ではなくて，
　一般良人の戸令の養子規定に準じた内容であること，従来は私的に行われていた養子制が，多少の制
　限はあるものの，公認されるようになったこと等を指摘して，「誠に宙官に対する恩恵的な措置だと認
　めざるを得ない」と主張されているのである。この両者の見解の対立を解決するための出発点とすべ
　き史料がある。宋会要・職官三十六・内侍省に収録の全唐文のなかにみえる次の記述である。
　　　唐開元七年詔。内侍省五品以上。許養一子。以同姓者充。初養不得過十歳。
　これは徳宗の貞元七年勅と内容的に同一であるが，玄宗の開元七年に出されたものである点が注目さ
　れるのである。これまでこの史料の存在を指摘された先学はいない。ことに矢野氏の場合は，「何故に
　貞元の時代にこと新しく規定されねばならなかったのであろうか」といわれて，貞元七年勅を初見と
　して，そのことのもつ意義を重視されているのである。従って，その解釈は，そのまま開元七年勅に
　即しても考えられるものといえよう。さらにいえば，玄宗朝との間の隔たりは，そのまま二つの勅文
　の意図の距離でもあったといえるのではあるまいか。
（13）註（mの「孫公神道碑銘」によれば，父を知古とするが，「孫常楷神道碑」によれば，常楷の子として
　記されている。或いは孫知古の家をついだものかも知れない。
（14）註働論文参照。
価）彰献忠については，文苑英華巻九百三十二・張仲素撰「内侍護軍中尉彰献忠神道碑」，劉宏規につい
　ては，全唐文巻七百十一・李徳裕撰「心神応護軍内尉兼左街功徳使知内侍藤野劉公神道碑銘」，仇士良
　については，全唐文巻七百九十・鄭薫撰「内侍省誌面国公認士良神道碑」参照。
（16）劉宏規は，冊府元亀巻添百六十七・内臣部・将兵によれば，弘規と記している。
（17）組紐書巻一百八十四・高力士伝，同書同巻・李輔国伝，同書同巻・魚朝恩伝参照。なお，品官につ
　いては，拙稿「唐代内侍省の宙官組織について一高品層と品官・白身層一」（日野開三郎博士頒寿記念
　論集）参照。
㈹　冊府元亀巻六百六十五・内臣部・恩寵参照。
⑲　金石葦編巻六十六・張少悌書橦参照。
⑳　友永植「唐宋時代の宣耳茸使について」（北大史学18）参照。
⑳　前掲「知内皇典事表」においては，元和四年とあるが，二年の誤りである。
（22）金石葦編巻一百六・崔元畜撰「唐故興元元従正議大夫行内侍省内垂範適期上柱国賜彫金魚袋贈特進
　左武衛大将軍李公墓誌銘井序」参照。
㈱　神策軍中尉副使なるものは，何時から設けられたものか明らかでないが，徳宗朝の貞元十七年には，
　すでに楊志廉・孫栄義ともに副使になっているから，これ以前からあったものであろう。
（24）資治通鑑巻二百五十三・僖宗・心血四年冬十月条の胡註に，
　　内大臣。謂両中尉・両枢密也。
　とある。
